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学位申請論文「Potentialrole of hematopoietic pre-B cell leukemia transcription 
factor-interacting protein in oral carcinogenesis」について、上記の主査l名、副査2名が
個別に審査を行った。
［目的 JPotential role of hematopoietic pre-B cell leukemia transcription 
















































Kト67遺伝子は、 P-loopと呼ばれる ATP/GTPbinding site motif AをC末端部に有すること、 2
つの nucleartargeting signalsを有することが示されているが、未だ生物学的意義や機能的役
割は明らかではない。）
3.インボルクリンが分化指標となる根拠と Ca濃度によってどのように変わるのか。
（正常な皮膚の表皮角質層内にはインボルクリンやフィラグリン等の特有な蛋白質が発現するこ
とが知られている。インボルクリンは互いに架橋され角層の強度を高め細胞問脂質構造を 支え
る細胞外構造の形成に関与する。カルシウムイオン環境は、ケラチノサイトの分化に影響を与え、
カルシウム濃度を上げるとインボルクリンが誘導されます。また、角層のバリア機能に寄与する
細胞開脂質の合成にもカルシウム環境は大きく影響し、ケラチノサイトや扇平上皮癌の分化の指
標としてインボルクリンが使われていることから、指標として用いた。）
これらの試聞に対する回答は，適切かつ明解であった．また，中村委員は主査の立場から，両
副査の質問に対する回答の妥当性を確認した．
以上の審査結果から，本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判定した．
